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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
市
民
の
皆
様
に
は
、
ご
家
族
お
揃

い
に
て
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
新
世
紀
の
幕
開
け
と
と
も

に
、
国
に
お
け
る
中
央
省
庁
の
再
編
、

地
方
分
権
の
着
実
な
推
進
、
財
政
構
造

の
抜
本
的
見
直
し
な
ど
、
改
革
世
紀
の

ス
タ
ー
ト
と
も
言
え
る
年
で
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
日
本
経
済
は
大

変
厳
し
い
不
況
の
中
で
立
ち
直
る
方
策

に
全
力
を
投
じ
て
い
る
矢
先
、
米
中
枢

同
時
テ
ロ
及
び
狂
牛
病
等
の
影
響
を
受

け
、
国
内
外
の
経
済
は
先
行
不
透
明
な

状
況
が
強
ま
り
、
完
全
失
業
率
が
五
・

四
％
と
過
去
最
悪
と
な
る
中
、
県
内
に

お
い
て
も
有
効
求
人
倍
率
は
一
九
六
三

年
の
調
査
以
来
〇
・
七
九
倍
と
大
変
厳

し
い
雇
用
情
勢
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
背
景
の
中
で
、
皇
太
子
妃

雅
子
様
が
敬
宮
愛
子
内
親
王
殿
下
を
無

事
ご
出
産
な
ら
れ
た
こ
と
は
、
沈
み
が

ち
の
日
本
国
民
に
と
っ
て
明
る
い
ニ
ュ

ー
ス
で
あ
り
、
こ
の
ご
慶
事
を
機
に
更

な
る
国
状
の
明
る
さ
を
切
望
す
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
四
月
か
ら

将
来
都
市
像
で
あ
る
「
感
性
豊
か
な
躍

動
都
市
に
ら
さ
き
」
の
創
出
に
向
け
た

「
第
五
次
長
期
総
合
計
画
」
に
よ
る
新

た
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の
第
一
歩
を
踏
み

出
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
昨
今
の
行
財
政
運
営
に
つ
き

ま
し
て
は
、
長
引
く
社
会
経
済
情
勢
の

低
迷
な
ど
に
よ
る
厳
し
い
財
政
状
況
の

も
と
、
事
務
事
業
の
見
直
し
と
経
費
節

減
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
平
成
十
二
年
度
決
算
状
況
調
査
に

お
け
る
本
市
の
経
常
収
支
比
率
六
九
・

二
％
は
、
民
間
調
査
機
関
に
よ
る
と
全

国
都
市
六
九
三
団
体
の
第
六
位
に
ラ
ン

ク
付
け
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
県
内
他
市
に
先
ん
じ
て
実
施

し
ま
し
た
財
政
の
企
業
会
計
的
手
法
に

よ
る
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト（
貸
借
対
照
表
）

の
平
成
十
二
年
度
末
の
分
析
結
果
は
、

資
産
が
負
債
を
三
百
八
十
六
億
円
上
回

り
、
良
好
な
財
政
状
態
を
確
認
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
も
健
全
運
営
の
堅

持
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

な
お
、
本
年
は
、
新
時
代
に
対
応
し

た
行
政
運
営
を
進
め
て
い
く
た
め
、
現

在
構
築
中
の
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
を
試

行
段
階
へ
と
作
業
を
進
め
、
平
成
十
五

年
度
の
本
格
的
導
入
を
目
指
し
て
お
り

ま
す
。

次
に
、
市
民
参
加
の
市
政
推
進
に
お

い
て
は
、
市
の
情
報
は
市
民
と
の
共
有

財
産
で
あ
る
と
の
認
識
の

も
と
に
、
四
月
に
は
情
報

公
開
条
例
を
施
行
す
る
予

定
で
あ
り
、
公
正
で
透
明

な
開
か
れ
た
行
政
運
営
の

確
立
に
努
め
ま
す
。

次
に
、
市
町
村
合
併
で

あ
り
ま
す
が
、
地
方
自
治

体
は
自
ら
の
判
断
と
責
任

に
よ
り
行
財
政
運
営
を
実

施
す
る
と
い
う
地
方
分
権

の
考
え
方
の
も
と
に
、
全

国
各
地
で
研
究
や
協
議
が

実
施
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
本
市
に
お
い
て

も
十
分
な
市
民
の
意
向
の

把
握
と
と
も
に
、
近
隣
自

治
体
に
対
し
迅
速
な
対
応

を
図
る
た
め
の
体
制
づ
く
り
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
福
祉
対
策
と
し
ま
し
て
は
、

高
齢
者
福
祉
向
上
の
た
め
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
を
希
望
す
る
高
齢
者
の

方
に
、
料
金
の
一
部
公
費
負
担
を
開
始

し
ま
し
た
。
児
童
福
祉
に
つ
き
ま
し
て

は
、
健
康
増
進
と
情
操
を
豊
か
に
育
て

る
環
境
整
備
と
し
て
、
市
内
三
箇
所
目

と
な
る
北
西
小
学
校
区
児
童
セ
ン
タ
ー

の
四
月
オ
ー
プ
ン
に
万
全
を
期
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
武
田

の
里
す
こ
や
か
赤
ち
ゃ
ん
出
産
奨
励
金

制
度
は
、
本
年
三
月
ま
で
の
時
限
要
綱

に
よ
り
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

更
に
三
ヵ
年
延
長
し
、
子
育
て
支
援
に

寄
与
し
て
ま
い
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

次
に
、
教
育
環
境
の
整
備
に
つ
き
ま

し
て
は
、
老
朽
化
に
よ
る
安
全
性
の
確

韮
崎
市
長
　
小
　
野
　
修
　
一
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－3－

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
、
市
民
の
皆

様
に
は
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

皇
室
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
敬
宮
愛

子
内
親
王
さ
ま
を
お
迎
え
し
て
の
新

春
、
ま
こ
と
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
市
民
と
と
も
に
心
か
ら
お
祝
い
申

し
上
げ
ま
す
。

昨
年
中
は
、
議
会
に
対
す
る
深
い
ご

理
解
と
絶
大
な
る
ご
協
力
を
賜
り
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
私
ご
と
で
あ
り
ま
す
が
、
昨

年
十
月
の
臨
時
会
に
お
い
て
名
誉
あ
る

韮
崎
市
第
五
十
一
代
議
長
に
就
任
い
た

し
ま
し
た
。
こ
れ
も
一
重
に
市
民
の
皆

様
の
温
か
い
ご
指
導
・
ご
支
援
の
賜
物

で
あ
り
ま
し
て
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

さ
て
、
多
く
の
国
民
の
支
持
を
受
け

昨
年
発
足
さ
れ
ま
し
た
小
泉
内
閣
は
、

日
本
経
済
の
再
生
を
目
指
し
、
不
良
債

権
処
理
、
特
殊
法
人
の
民
営
化
、
公
共

事
業
の
圧
縮
を
は
じ
め
と
す
る
構
造
改

革
を
推
進
し
、
景
気
回
復
を
図
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
昨
年
発
生
し
た
テ

ロ
事
件
に
よ
る
国
際
情
勢
の
悪
化
と
こ

れ
に
伴
う
世
界
経
済
の
後
退
に
よ
り
、

日
本
経
済
は
景
気
回
復
の
遅
れ
が
懸
念

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

痛
み
を
伴
う
構
造
改
革
は
、
個
人
の

み
な
ら
ず
、
地
方
自
治
体
に
お
い
て
も

同
様
で
あ
り
、
公
共
事
業
の
特
定
財
源

の
見
直
し
や
地
方
交
付
税
の
削
減
は
、

自
治
体
に
と
っ
て
厳
し
い
財
政
運
営
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
今
日
の
地
方

自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境
は
変

革
の
時
期
を
迎
え
大
変
厳
し

く
、
長
引
く
経
済
不
況
へ
の
対

応
を
は
じ
め
、
少
子
高
齢
化
対

策
、
財
政
問
題
、
行
政
改
革
、

市
町
村
合
併
、
地
方
分
権
の
推

進
な
ど
多
く
の
課
題
が
山
積
し

て
お
り
ま
す
。

議
会
に
対
し
ま
し
て
も
、
こ

れ
ら
の
課
題
に
迅
速
か
つ
的
確

に
対
応
し
た
諸
施
策
の
展
開

と
、
時
代
の
展
望
を
開
く
先
見

性
の
あ
る
政
治
が
強
く
求
め
ら

保
と
環
境
整
備
を
図
る
た
め
、
北
西
小

学
校
の
耐
震
補
強
及
び
大
規
模
改
修
を

行
い
、
ま
た
、
築
後
三
十
九
年
が
経
過

し
ま
し
た
韮
崎
小
学
校
に
つ
い
て
は
、

全
面
改
築
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
建
設

構
想
委
員
会
で
審
議
を
い
た
だ
く
中

で
、
設
計
業
務
に
着
手
し
て
ま
い
り
ま

す
。ま

た
、
国
際
化
時
代
に
対
応
で
き
る

人
材
の
育
成
に
資
す
る
た
め
、
学
校
完

全
週
五
日
制
に
も
対
応
す
る
中
で
、
子

供
た
ち
の
外
国
語
（
英
語
）
学
習
の
推

進
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向

上
及
び
国
際
感
覚
の
増
進
を
目
的
に
、

小
学
校
中
・
高
学
年
を
対
象
と
す
る

「
こ
ど
も
外
国
語
学
習
推
進
事
業
」
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
環
境
対
策
に
つ
い
て
で
あ
り

ま
す
が
、
恵
ま
れ
た
美
し
い
自
然
を
次

代
へ
引
き
継
ぐ
た
め
に
は
、
市
民
・
事

業
者
・
行
政
が
一
体
と
な
っ
た
環
境
負

担
の
少
な
い
持
続
性
の
あ
る
地
域
づ
く

り
が
肝
要
で
あ
り
、
将
来
に
わ
た
っ
て

自
然
と
共
生
す
る
快
適
な
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
う
え
で
、
そ
の
指
針
と
な

る
環
境
基
本
計
画
を
策
定
い
た
し
ま

す
。以

上
、
当
面
す
る
重
要
課
題
に
つ
い

て
述
べ
ま
し
た
が
、
そ
の
他
の
諸
施
策

に
つ
き
ま
し
て
も
、
市
民
と
行
政
の
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
、
誠
心
誠
意
取
り
組
ん
で
ま

い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
市
民
皆

さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お

願
い
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

れ
て
お
り
ま
す
。

我
々
議
員
は
、
い
か
な
る
環
境
に
あ

り
ま
し
て
も
諸
情
勢
を
的
確
に
見
極
め

な
が
ら
、
議
会
本
来
の
使
命
を
見
失
う

こ
と
な
く
、そ
の
機
能
を
十
分
発
揮
し
、

小
野
市
長
が
提
唱
し
て
お
り
ま
す
「
感

性
豊
か
な
躍
動
都
市
に
ら
さ
き
」
を
目

指
し
、
簡
素
で
効
率
的
な
行
財
政
運
営

の
実
現
に
向
け
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い

る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、
地
方
自
治

の
進
展
と
韮
崎
市
発
展
に
渾
身
の
努
力

を
い
た
す
べ
く
決
意
を
新
た
に
い
た
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様
に
は

旧
に
倍
す
る
ご
支
援
・
ご
指
導
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で

あ
り
ま
す
。

終
わ
り
に
、
市
民
の
皆
様
の
ご
健
康

と
ご
多
幸
を
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
ま

し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。

韮
崎
市
議
会
議
長
　
秋
　
山
　
武
　
廣
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－4－

市民にわかりやすい
財政運営を目指して!!

長引く経済不況などにより、近年地方自治体を取り巻く財政環境は、大変厳しさを増し
ています。その中で本市は、行財政改革の様々な取り組みにより、財政の健全性を保って
おりますが、将来を見据えて限られたお金を、いかに効率良く効果的に活用していくか、
市民の皆さんとともに考えていかなければなりません。
このため市民の皆さんに財政状況を分かりやすく報告するため、一般の企業と同じよう
な会計方法を取り入れてみました。その方法がバランスシートです。

～バランスシート等を導入しました～

バランスシートとはいったい何でしょう？バランスシートとはいったい何でしょう？
それは、安全、安心、快適に暮らせるまちづくりのためにつくられた各種施設などの財産と、そのた
めに必要となったお金をどのように調達したのかが一目で分かる一覧表のことです。
下の図のように、左側（借方）と右側（貸方）が常にバランスのとれた状態になっています。

▲均均等等

資金の使い道

資　産

（これからの世代に残る
財産を表します。）

資金の調達方法

負　債
（これからの世代が負担
する金額を表します。）

正味資産
（今までの世代が負担し
た金額を表します。）

こ
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
通
し
て
、

今
ま
で
１
年
間
の
現
金
の
出
し
入
れ
し

分
か
ら
な
か
っ
た
決
算
書
と
は
異
な

り
、
韮
崎
市
の
財
産
が
ど
の
く
ら
い
あ

る
の
か
、
借
金
が
ど
の
く
ら
い
あ
る
の

か
、
自
己
資
金
が
ど
の
く
ら
い
調
達
で

き
る
の
か
、
な
ど
の
財
政
状
況
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

（ 借　方 ） （ 貸　方 ）

正味資産とは
学校や道路をつくる
ときの国や県からの
補助金、市民が納め
た税金等です。

資産とは
学校や道路、公園
などの市の財産等
です。

負債とは
学校や道路をつくる
ために、借り入れた
お金等です。

な
る
ほ
ど
！

作
成
基
準

左
ペ
ー
ジ
の
資
料
は
、
平
成
12
年
３
月

に
国
よ
り
示
さ
れ
た
「
地
方
公
共
団
体

の
総
合
的
な
財
政
分
析
に
関
す
る
調
査

研
究
会
」
の
調
査
研
究
報
告
に
基
づ
い

て
作
成
し
ま
し
た
。

作
成
に
用
い
た
基
礎
数
値

総
務
省
が
毎
年
度
実
施
し
て
い
る
「
地

方
財
政
状
況
調
査
」（
決
算
統
計
）
の

昭
和
44
年
度
以
降
の
数
値
を
基
本
と
し

ま
し
た
。

対
象
会
計

普
通
会
計

作
成
基
準
日

平
成
13
年
3
月
31
日（
平
成
12
年
度
末
）

●
問
い
合
わ
せ

企
画
財
政
課
企
画
財
政
室
財
政
係

（
�
内
線
３
２
４
）
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平成12年度の韮崎市のバランスシート
（貸借対照表）

借　　方 貸　　方

有形固定資産
学校・道路・公園・住宅など

438億4千万円

うち土地代 102億6千万円

投資的資産
特定目的基金、出資金など

77億4千万円

流動的資産
現金、預金、

財政調整基金など

21億8千万円

計　537億6千万円

負　　債
借入金（市債）

138億1千万円

退職金給与引当金

12億5千万円

負債計　　150億6千万円

正味資産
国、県の補助金、一般財源

387億円

計　537億6千万円

施設等をつくる際に
市が借り入れたお金
の残高です。

市職員（普通会計分）
が全員退職した場合
の退職金です。
実際には今支払うも
のではありません
が、将来発生するも
のとして負債に計上
しています。

学校や道路等を建設す
るために使ったお金の
うち、国、県からの補
助金（有形固定資産と
同様に減価償却をして
います。）
や、税金などです。

学校、道路、公園、住
宅などの財産の総額で
す。土地は買ったとき
の値段ですが、他は価
格の見直し（減価償却）
をしています。

各種施設等を建設する
ために積み立てた基金
や関係団体へ出資した
お金、市民への貸付金
などです。

市が保有している現
金・預金や税金、使用
料の未収金などです。

バランスシートから総合的に分析してみると・・・・・・
本市の資産は、平成12年度末の有形固定資産だけで438億円となっています。負債合計額の150億円を大きく上回っ
ているため、良好な財政状態であると言えます。
しかし、負債を上回る資産があると言いましても、市が所有する資産は、民間企業等の資産とは違って、利益を生
むことを目的としていません。また、利用の有無に関わらず維持費がかかるため、今後これらの資産を更に有効活用
していくことを、考えていかなければなりません。

市市
民民
一一
人人
当当
りり
のの
ババ
ララ
ンン
スス
シシ
ーー
トト

借　　方 貸　　方

有形固定資産
家や車、土地など（所有物）

135万円
うち土地代　31万6千円

投資的資産
定期預金や積み立て貯金
有価証券など

23万9千円

流動的資産
現金、預金な
ど

6万7千円

計　165万6千円

負　　債
家や車のロ

ーンなど

46万4千円

正味資産
家・車の購
入や定期預
金に当てた
給与・手当
てなど
119万2千円

計　165万6千円

市
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
分
か
り
や
す
く
す
る
た
め
、
市
民
一
人
当
り
に
換
算

し
、
家
庭
の
場
合
に
例
え
て
み
ま
し
た
。

一般家庭に例えると（一人当り）

市
民
一
人
当
り
四
十
六
万

四
千
円
の
負
債
を
抱
え
て
い

ま
す
が
、
百
三
十
五
万
円
の

資
産
を
所
有
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
同
規
模
の
他
の
自

治
体
と
比
較
し
て
も
平
均
的

な
数
値
と
な
っ
て
お
り
、
負

債
の
将
来
負
担
も
あ
ま
り
な

く
、
適
切
な
規
模
で
財
政
運

営
が
で
き
て
い
る
と
言
え
ま

す
。
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行政コスト計算書とは！？
バランスシートが市の資産、負債等の状況を明らかにするものであるのに対し資産形成につな
がらない行政サービスを行うためには、１年間にどのくらいの費用（コスト）が必要なのかまた、
その費用はどこから調達したのかを示したものが、行政コスト計算書です。
企業会計に使われている「損益計算書」は期間損益計算を前提としていますが、営利活動を目
的としない地方公共団体の財務活動にはなじみません。
行政コスト計算書は行政コストの内容自体の分析を行うためのものです。

●行政コストの範囲は性質的に４つに分類されます。

1.人にかかるコスト

2.物にかかるコスト

3.移転支出的コスト

4.その他のコスト

人件費・・議員・職員に対する労働の対価、報酬として支払われる一切の費用
退職給与引当金繰入等・・・バランスシートにおける退職給与引当金の今年度増加分
物件費・・光熱水費、事務用品、備品購入費、業務委託、旅費、交際費等
維持補修費・・学校、公民館、道路、市庁舎など公共施設を維持するための費用
減価償却費・・有形固定資産（土地を除く）の当該年度分の減価償却相当額
扶助費・・生活保護法、身体障害者福祉法、老人福祉法等に基づき支給した各種扶助に対

する費用
補助費等・・市民・団体等に対する補助金や構成市町村に対する負担金等
繰出金・・国民健康保険、老人保健、介護保険等の特別会計に繰出した金額
普通建設事業・・国・県又は民間団体等が行う施設の建設・改良事業（資産形成）に対す

る補助金・負担金
（市の資産形成につながるものは、バランスシートに計上）

災害復旧費・・災害によって被害を受けた施設等を復旧するための費用
公債費利子・・地方債償還金のうち利子支払額
不納欠損額・・市税や使用料などの未収金のうち破産・倒産等の理由で不納欠損処理を行

った額
※完全なコストを把握するために、有形固定資産の減価償却費・不納欠損額・退職給与引当金といった、非現金支出を
加えています。

行行行行 政政政政 ココココ スススス トトトト 計計計計 算算算算 書書書書
（自平成12年4月1日　至平成13年3月31日）

【費用の部】
人にかかるコスト
物にかかるコスト
移転支出的コスト
その他のコスト

費用合計

２３億４千万円
３７億９千万円
３１億２千万円
６億８千万円

９９億３千万円

構成比
23.6%
38.2%
31.4%
6.8%

市民一人当り
７万２千円
１１万６千円
９万６千円
２万１千円

３０万５千円
【収入の部】

充当財源
使用料・手数料等
国庫（県）支出金
一般財源等
地方税
地方交付税
地方譲与税・交付金等

収入合計

６億８千万円
９億９千万円

４３億４千万円
３８億３千万円
９億３千万円

１０７億７千万円

（収入合計－費用合計）＝8億4千万円（バランスシート正味資産増加寄与額）

※ 以上の各表につきましては今後、さらに詳しい分析を行い行政評価システム導入
に向けての資料として公開してまいります。
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農
業
所
得
（
詳
し
く
は
広
報
12
月
号
参
照
）

平
成
12
年
分
の
申
告
か
ら
原
則
と
し

て
収
支
計
算
と
な
り
ま
し
た
。

◆
収
入
収
支
が
わ
か
る
書
類

（
集
計
を
し
て
お
か
な
い
と
申
告
の

際
時
間
が
か
か
り
ま
す
）

◆
農
協
や
市
場
な
ど
で
発
行
す
る
収
支

証
明
書
や
領
収
書
。

◆
動
力
稲
刈
機
や
田
植
機
を
買
い
替
え

た
場
合
は
、
そ
の
領
収
書
。

◆
農
業
用
自
動
車
や
ト
ラ
ク
タ
ー
・
コ

ン
バ
イ
ン
な
ど
大
型
農
業
用
機
械
は
、

販
売
証
明
書
・
領
収
書
及
び
保
険
料
の

領
収
書
。

◆
耕
作
委
託
料
な
ど
を
支
払
っ
た
場
合

は
、
そ
の
領
収
書

（
委
託
内
容
の
明
記
し
て
あ
る
も
の
）

◆
堰
費
・
土
地
改
良
費
（
維
持
管
理
費

に
限
る
）
の
領
収
書
。

事
業
・
営
業
所
得

◆
収
入
支
出
が
わ
か
る
書
類
。（
事
業

も
う
す
ぐ
平
成
13
年
中
所
得
の
申
告
の
時
期
と
な
り
ま

す
。
正
し
い
申
告
を
す
る
た
め
に
、
そ
し
て
申
告
時
に
あ

わ
て
な
い
た
め
に
も
、
と
か
く
先
送
り
し
が
ち
な
必
要
書

類
の
準
備
や
整
理
集
計
は
、
早
め
に
準
備
を
さ
れ
る
よ
う

お
勧
め
し
ま
す
。

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所
得
の
種
類
に
よ
っ
て
準
備
す
る

書
類
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○支出した医療費を証明する領収書
○領収書のない医療費（通院交通費
等）の支出明細
○おむつ使用証明書
○ストマ用装具使用証明書

各種控除のポイント（所得税の場合）

支払った保険料全額

最高10万円
（生命保険料及び個人年金保
険料それぞれ最高限度額5万
円）

一般の障害者
・・27万円

特別障害者
・・40万円

支払った医療費-保険金等-10
万円（又は所得の5％いずれ
か低い方）＝医療費控除
＊保険金等には、高額療養
費の給付も含む

短期だけの場合
・・最高　 3千円

長期だけの場合
・・最高1万5千円

短期・長期両方の場合
・・最高1万5千円

社会保険料
控　　　除

控除額（所得税の場合）控除の種類

医療費控除

障害者控除

損害保険料
控　　　除

生命保険料
控　　　除

健康保険、厚生年金、国民年金、雇
用保険、国民健康保険・介護保険料
などで被保険者として平成13年中に
実際に支払った額

申告者本人、控除対象配偶者又は扶
養親族が障害者であること。
障害者手帳・療育手帳の提示
＊常に就床を要し、（寝たきり老人を
含む）複雑な介護を要する者で12月
31日の判定すべき時においてその前
後の期間を通じ、継続して6箇月以上
その状態にあるもの・・特別障害者

適　用　要　件

支払証明書

支払証明書

確 定 申 告 書 は 自 書 作 成 で ！
確定申告書の自書作成は、納税制度のより一層の定着を図る
ほか、納税者の皆さまが税に対する関心を高め、税務行政に対
する理解を深めてもらう絶好の機会づくりと考えております。
税務署をはじめ、市町村においても確定申告書はできるだけ
自分で作成していただくことを基本に、申告を受付けていきた
いと思っておりますのでご協力をお願いします。

申
告
の
準
備
は
お
早
め
に
！

確定申告書の様式が新しくなりました。
（詳しくは広報12月号を参照）

準
備
す
る
書
類
は

収
支
内
訳
書
・
領
収
書
）

《
外
交
員
報
酬
は
、
収
支
計
算

に
よ
る
申
告
が
原
則
で
す
》

譲
渡
所
得

（
土
地
等
を
売
っ
た
場
合
）

◆
か
な
ら
ず
確
定
申
告
が
必
要

に
な
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
譲

渡
所
得
の
お
尋
ね
（
広
報
11
月

号
参
照
）
を
お
済
ま
せ
く
だ
さ

い
。給

与
所
得

◆
所
得
税
の
源
泉
徴
収
を
し
な

い
事
業
所
に
お
勤
め
の
方
は
、

事
業
主
か
ら
の
「
給
与
支
払
明

細
書
」
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

◆
還
付
申
告
を
す
る
場
合
に
は
、

源
泉
徴
収
票
。

（
中
途
退
職
し
た
場
合
等
は
、
前

職
場
に
請
求
し
用
意
し
て
お
い

て
く
だ
さ
い
）

●
扶
養
（
配
偶
者
）
控
除
の
認
定
に
は
、

被
扶
養
者
の
所
得
要
件
が
あ
り
ま
す
の

で
、
被
扶
養
者
の
所
得
が
わ
か
る
書
類

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

●
年
末
調
整
を
済
せ
た
方
で
も
、
給
与

以
外
に
20
万
円
以
上
の
所
得
（
収
入
の

場
合
も
あ
り
）
が
あ
る
と
、
申
告
に
よ

り
年
税
額
を
確
定
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

●
問
い
合
わ
せ

企
画
財
政
課
税
務
室
市
民
税
係

（
�
内
線
1
5
2
〜
1
5
4
）

事
業
主
の
皆
さ
ま
へ

償
却
資
産
の
申
告
を
！

土
地
や
家
屋
以
外
で
、
事
業
に
使
用
す
る
資
産
（
事
業
用
資

産
）
を
償
却
資
産
と
言
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
資
産
の
所
有
者
は
、

地
方
税
法
に
よ
り
償
却
資
産
の
申
告
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
本
年
1
月
1
日
現
在
で
所
有
し
て

い
る
資
産
に
つ
い
て
申
告
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
、
申
告
書
の

提
出
期
限
は
、
1
月
31
日
ま
で
で
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

企
画
財
政
課
　
税
務
室
固
定
資
産
税
係

（
�
内
線
1
5
7
・
1
5
8
）
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12
月
９
日
ホ
テ
ル
舟
山
に
お
い
て
、「
韮
崎
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
発
足
式
が
開
催
さ
れ
、
初
代
韮
崎
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
会
長
　
雨
宮
勝
己
氏
の
設
立
趣
意
書
の
朗
読
に
よ
り
、「
設
立
宣
言
」
を
行
な
い
満
場
の
拍
手
を
持
っ
て
ク
ラ

ブ
発
足
の
産
声
を
揚
げ
ま
し
た
。
同
ク
ラ
ブ
は
、
文
部
科
学
省
の
「
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
育
成
モ
デ
ル
事

業
」
の
指
定
を
受
け
、
県
内
で
は
初
の
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
な
り
ま
す
。

式
典
後
、
記
念
講
演
と
し
て
サ
ッ
カ
ー
元
日
本
代
表
（
現
サ
ッ
カ
ー
解
説
者
）
金
田
喜
稔
（
か
ね
だ
　
の
ぶ
と
し
）

氏
が
自
分
の
サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
の
体
験
を
基
に
ス
ポ
ー
ツ
の
あ
り
方
や
環
境
に
つ
い
て
ユ
ー
モ
ア
を
交
じ
え
な
が

ら
楽
し
く
分
か
り
や
す
く
講
演
さ
れ
、
発
足
式
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

ク
ラ
ブ
設
立
に
向
け
て

記念講演を行い発足式に花を添える金田氏

い
ま
、
都
市
化
や
生
活
の
利
便
化
に

よ
り
、
日
常
生
活
の
中
か
ら
「
体
を
動

か
す
」
機
会
や
場
が
減
少
し
て
お
り
、

ま
た
、
社
会
の
複
雑
・
高
度
化
、
高
齢

化
等
の
急
激
な
進
展
、
生
活
水
準
の
向

上
や
、
自
由
時
間
の
増
大
等
に
伴
う
社

会
環
境
の
変
化
、
更
に
は
仕
事
中
心
か

ら
生
活
重
視
へ
の
価
値
観
の
変
化
な
ど

に
よ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ
ェ
ー
シ

ョ
ン
の
重
要
性
が
益
々
高
ま
っ
て
き
て

お
り
ま
す
。

一
方
、社
会
が
抱
え
る
問
題
と
し
て
、

学
校
週
５
日
制
へ
の
対
応
、
受
験
競
争

の
過
激
化
、
仲
間
・
地
域
づ
く
り
な
ど

の
社
会
性
の
欠
如
、
生
活
習
慣
病
の
増

加
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
り
真
剣
に
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
に
き
て
お
り

ま
す
。
こ
の
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
新
た
な
展
開
を
考
え
た
場
合
、
そ

の
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応
し
て
い
け
る

よ
う
な
シ
ス
テ
ム
造
り
が
急
務
と
な
っ

て
き
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
韮
崎
市
は
平
成

13
〜
15
年
の
３
ケ
年
に
わ
た
っ
て
文
部

科
学
省
の
「
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
育
成
モ
デ
ル
事
業
」
の
地
域
指
定

を
受
け
、
21
世
紀
の
核
と
な
る
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
の
新
た
な
展
開
と
し
て
、
仲
間

づ
く
り
を
通
じ
、
一
人
ひ
と
り
の
年
齢

や
技
術
・
体
力
等
、
あ
ら
ゆ
る
目
的
に

応
じ
た
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ
の
実
現
を
目

指
し
ま
す
。

私
た
ち
は
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
結

成
し
、
ス
ポ
ー
ツ
を
愛
好
す
る
同
志
が

集
い
、
規
約
に
基
づ
き
、
�
自
発
的
・

自
主
的
な
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
活
動
�
を
モ

ッ
ト
ー
に
、
協
力
し
て
定
期
的
に
ス
ポ

ー
ツ
に
親
し
み
、
会
員
相
互
の
親
睦
を

図
る
と
共
に
、
ス
ポ
ー
ツ
文
化
の
創
造

を
と
お
し
、「
明
る
く
豊
か
な
ま
ち
づ

く
り
」
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

『
韮
崎
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
』
を
設
立
い

た
し
ま
す
。（
設
立
趣
意
書
原
文
）

ク
ラ
ブ
概
要

「
ス
ポ
ー
ツ
ス
ク
ー
ル
」

会
員
ニ
ー
ズ
に
応
じ
、
年
齢
・
体

力
・
レ
ベ
ル
毎
の
各
種
教
室
を
開
催
し

ま
す
。
な
お
、
子
供
た
ち
に
つ
い
て
は
、

育
成
・
強
化
も
視
野
に
入
れ
た
一
貫
指

導
も
可
能
と
な
り
ま
す
。

４
月
か
ら
、
３
月
ま
で
年
間
を
通
じ

定
期
的
に
開
催
し
ま
す
。

「
ス
ポ
ー
ツ
サ
ー
ク
ル
」

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
　
（
み
ん
な

で
楽
し
も
う
）
だ
れ
で
も
気
軽
に
参
加

す
る
こ
と
が
で
き
、
ス
ポ
ー
ツ
を
み
ん

な
で
楽
し
み
な
が
ら
自
分
の
レ
ベ
ル
に

応
じ
た
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
世
代
交
流
、
又
、

地
域
の
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
寄
与
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

４
月
か
ら
、
３
月
ま
で
年
間
を
通
じ

定
期
的
に
開
催
し
ま
す
。

「
競
技
ス
ポ
ー
ツ
、
リ
ー
グ
等
」

今
あ
る
リ
ー
グ
を
そ
の
ま
ま
の
形
で

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
新
た
な
発

想
に
よ
る
（
壮
年
・
熟
年
）
リ
ー
グ
等

を
計
画
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
随
時
開
催
）、
場
所
、
日
程
等
ク
ラ
ブ

で
確
保
し
ま
す
。

「
イ
ベ
ン
ト
」

会
員
の
交
流
を
図
る
い
ろ
い
ろ
な
大

会
・
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
新
し
い
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
の
場
と
し
て
積
極
的

に
交
流
し
、
和
を
ひ
ろ
げ
よ
う
。

随
時
開
催

「
業
務
内
容
」

年
間
計
画
の
作
成

メ
ニ
ュ
ー
ご
と
の
開
催
日
程
、
会
場

の
確
保
、
参
加
者
の
掌
握
、
指
導
者
の

派
遣
（
一
部
競
技
協
会
委
託
）

競
技
チ
ー
ム
の
結
成

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
員
を
母
体
と
し
た

チ
ー
ム
の
編
成
。（
専
属
チ
ー
ム
）

★
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
支
援
（
用
具
等

の
提
供
・
練
習
会
場
の
確
保
）

指
導
者
の
養
成
・
確
保

★
競
技
協
会
と
連
携

研
修
会
等
の
開
催

会
員
の
要
望
に
沿
っ
た
業
務

初代会長　雨宮氏
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韮
崎
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
日
程
概
要

韮
崎
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
は
、
ス
ポ
ー

ツ
を
楽
し
み
た
い
と
い
う
方
々
を
対
象

と
し
た
会
員
制
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で

す
。
そ
の
特
徴
は
、
単
一
種
目
に
限
定

さ
れ
ず
、
す
べ
て
の
種
目
・
競
技
に
気

軽
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
ま
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分
達
の

グ
ル
ー
プ
に
よ
り
運
営
費
、
会
場
使
用

料
等
に
か
か
る
経
費
を
負
担
し
て
い
ま

し
た
が
、韮
崎
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
は
、

そ
れ
ら
の
経
費
を
均
一
化
し
種
目
を
越

え
、
互
い
に
支
え
合
う
意
識
を
持
っ
て

会
員
一
人
ひ
と
り
の
年
会
費
で
運
営
し

て
い
く
ク
ラ
ブ
で
す
。

韮
崎
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
は
、
地
域
住

民
の
「
こ
ん
な
こ
と
が
し
て
み
た
い
」

と
夢
み
て
い
た
こ
と
が
実
現
で
き
る
ク

ラ
ブ
で
、
実
際
に
ス
ポ
ー
ツ
種
目
を
開

設
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
『
会
員

に
よ
る
会
員
の
た
め
の
ク
ラ
ブ
』で
す
。

韮
崎
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
は
、
指
導

者
の
基
で
「
上
手
に
な
り
た
い
」「
教

え
て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
会
員
の
た

め
の
ス
ク
ー
ル
（
教
え
る
）、「
み
ん
な

で
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
た
い
」「
体
を

動
か
し
た
い
」
と
い
う
会
員
の
た
め
の

サ
ー
ク
ル
（
楽
し
む
）、
み
ん
な
で
試

合
を
し
て
楽
し
み
た
い
と
い
う
会
員
の

た
め
の
リ
ー
グ
の
３
つ
の
大
き
な
柱
で

事
業
を
行
い
ま
す
。

４
月
か
ら
下
記
日
程
に
よ
り
各
種
事

業
を
開
催
致
し
ま
す
が
、
こ
の
種
目
の

他
に
会
員
と
な
り
実
際
に
や
っ
て
み
た

い
ス
ポ
ー
ツ
が
あ
る
と
い
う
方
は
、
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
ま
で
相
談
く
だ
さ
い
。

入
会
申
込
み
は
？

申
込
書

ク
ラ
ブ
に
入
会
し
た
い
方
は
、
ク
ラ

ブ
所
定
の
会
員
登
録
申
請
書
（
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
に
あ
り
ま
す
。）
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
入
会
者
に
は
会
員
証
を

交
付
し
ま
す
。

入
会
金

正
会
員

一
般
会
員
（
18
歳
以
上
の
社
会
人
）

年
間
　
一
万
円

学
生
（
小
、
中
、
高
校
生
）

年
間
　
五
千
円

大
学
・
専
門
学
校

年
間
　
七
千
円

団
体
会
員

団
体
登
録
会
員
（
一
人
当
た
り
）

年
間
　
三
千
円

※
い
っ
た
ん
納
入
し
た
会
費
は
返
還
い

た
し
ま
せ
ん
。

※
家
族
割
引
制
度
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
左
記
へ
問
い
合
わ
せ
て
下
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

韮
崎
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

教
育
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
室
内

（
市
営
総
合
運
動
場
体
育
館
内
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

２
１
│
２
２
５
５

ス
ポ
ー
ツ
サ
ー
ク
ル

ス
ポ
ー
ツ
ス
ク
ー
ル

開催種目

テニス教室　　　　　

卓球教室

バドミントン教室

エアロビクス教室

少年サッカー教室

女子サッカー教室

バウンドテニス教室

スキー教室

３Ｂ体操教室

バレーボール教室

柔道教室

募集対象
テニス初心者
ジュニア（小３以上）
小学生以上　
初心者
中級者
一　　　般
少年団
中学生以上　一般
小・中学生
一般　高齢者
初級者から上級者まで
不　　　問
一　　　般
小学生以上

定員
40～50名

30名　
20名　
20名

30～40名
50名
20名
20名

20名
30名
20名

40名程度

概　　要
５月～11月の水曜日
午後７時30分～９時
５月～10月の第１～第３水曜日　
毎週金曜日
８月及び２月に大会開催を予定
毎週金曜日
４月～３月（週１回を予定）
４月～３月（週１回を予定）
毎週金曜日

各開催日（６回）
毎週金曜日　午前10時～11時30分
毎週土曜日
第１・３水曜日

開催種目

テニス　　　　　

卓　球

フォークダンス

バドミントン

バウンドテニス

ゲートボール

柔道

親子サッカー

募集対象
愛好者
小学生以上　
一般

一般・中級者
一般
一般
中学生以上
年中・年長児
就学前までの幼児と親

定　員
25名

無　
昼の部30名
夜の部30名　

20名
20名
20名

30名程度
20～25名

概　　　　要
５月～11月の第2・4日曜日午前中
５月～10月の第４水曜日　
毎週水曜日　午前10時～12時
毎週木曜日　午後７時～９時
毎週水曜日　午後７時～９時
毎週木曜日　午後７時～９時
毎月第２土曜日・第４日曜日（河川公園）
第２・４水曜日
４月～12月第２・４土曜日
午前10時～11時30分

リ　ー　グ 卓　　球　11月又は12月の日曜日　参加者にてチーム編成し、リーグ戦を行なう
サッカー　社会人リーグを開催（ 4 月～12月）一般・壮年

そ　の　他 体力測定、スクール・サークル対抗スポーツ大会、スキー競技等　開催予定
クラブ指導者として指導していきたいとお考えの方がいればスポーツクラブまでご連絡下さい。

（
12
月
9
日
現
在
）

会会会会
員員員員
をををを
募募募募
集集集集
しししし
まままま
すすすす
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
を
受
け
る
に
は

①
対
象
市
民
（
約
六
千
百
人
）

・
接
種
日
現
在
65
歳
以
上
の
方

・
接
種
日
現
在
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方

で
心
臓
や
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
に
重
い
病
気

の
あ
る
方
（
対
象
と
な
る
か
わ
か
ら
な
い

場
合
は
、
接
種
医
師
に
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。）

＊
実
施
期
間
中
に
誕
生
日
を
迎
え
る
方

は
、誕
生
日
の
日
か
ら
対
象
に
な
り
ま
す
。

②
実
施
期
間

平
成
13
年
11
月
20
日
か
ら

平
成
14
年
2
月
28
日

③
接
種
医
療
機
関

下
表
の
「
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
指
定
医
療
機
関
」
で
す
。
予
約
が

必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必

ず
電
話
等
で
ご
確
認
の
う
え
、
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。

④
接
種
費
用

指
定
医
療
機
関
に
よ
り
予
防
接
種
料

金
は
異
な
り
ま
す
が
、
二
千
五
百
円
ま

で
は
市
が
負
担
し
ま
す
。
二
千
五
百
円

を
超
え
る
差
額
に
つ
い
て
は
、
指
定
医

療
機
関
の
窓
口
に
お
い
て
個
人
で
お
支

払
い
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
生
活
保

護
世
帯
の
方
は
、
自
己
負
担
が
免
除
に

な
り
ま
す
。

（
上
記
の
実
施
期
間
に
お
い
て
市
が
負

担
す
る
の
は
、
一
人
１
回
だ
け
で
す
。）

⑤
接
種
手
続

接
種
希
望
者
は
、
健
康
手
帳
及
び
健

康
保
険
証
等
を
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
指
定
医
療
機
関
に
お
持
ち
に
な
り
、

備
え
付
け
の
「
予
診
票
」
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

＊
な
お
、
改
正
予
防
接
種
法
の
施
行
さ

れ
た
11
月
7
日
か
ら
11
月
19
日
ま
で
に
、

既
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
を

受
け
て
い
る
方
に
は
、
接
種
料
金
の
領

収
書
を
添
え
て
、
３
月
31
日
ま
で
に
申

請
し
て
い
た
だ
く
と
、
二
千
五
百
円
を

限
度
に
助
成
す
る
制
度
を
設
け
て
い
ま

す
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
保
健
課

健
康
推
進
室
保
健
予
防
係
　
　

（
�
２
３
│
４
３
１
０
）

高高高高齢齢齢齢者者者者ののののイイイインンンンフフフフルルルルエエエエンンンンザザザザ
予予予予防防防防接接接接種種種種にににに負負負負担担担担金金金金ががががででででまままますすすす
これまで、インフルエンザの予防接種は、個人の任意
で全額自己負担して受けることになっていましたが、11
月 7 日の改正予防接種法の施行から、インフルエンザが
予防接種法の対象疾病となりました。韮崎市では、接種
を希望する65歳以上の高齢者がこの予防接種を指定医療
機関で受けた場合に、接種料金の一部を公費負担する事
業を11月20日から始めています。

医療機関名
秋山脳外科
秋山内科クリニック
功刀医院
中込医院
にらさき泉野
内科小児科クリニック
韮崎クリニック
韮崎相互病院
韮崎市立病院
野口外科胃腸科
本町クリニック
ますやま
整形外科クリニック
三井医院
薬袋整形外科医院
双葉クリニック
中島医院
本橋医院
辺見診療所
塩川病院
斉木医院
武川診療所

介
護
保
険
の
居
宅
サ
ー
ビ
ス

が
利
用
し
や
す
な
り
ま
す
！

平
成
14
年
1
月
か
ら
訪
問
通
所
、
短

期
入
所
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
限
度
額
が
ひ

と
つ
に
な
り
ま
し
た
。

他
の
居
宅
サ
ー
ビ
ス
と
組
み
合
わ
せ

て
、
上
手
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
！

短
期
入
所
も
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

限
度
額
の
範
囲
内
（
1
ヶ
月
単
位
）
で
、

自
由
に
組
み
合
わ
せ
て
利
用
で
き
ま
す
。

な
お
、
連
続
利
用
は
、
30
日
ま
で
で
す
。

（
31
日
目
か
ら
は
自
己
負
担
と
な
り
ま

す
）
ま
た
、
利
用
日
数
が
要
介
護
認
定

有
効
期
間
の
お
お
む
ね
半
分
を
超
え
な

い
日
数
と
な
り
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
担
当
の
介
護
支
援
専

門
員
（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

新
し
い
民
生
委
員
児
童
委
員

及
び
主
任
児
童
委
員
を
紹
介

し
ま
す
。

平
成
13
年
12
月
1
日
に
、
次
の
方
々

が
新
た
に
民
生
委
員
児
童
委
員
及
び
主

任
児
童
委
員
と
し
て
委
嘱
さ
れ
ま
し

電話番号
22‐8881
23‐0526
22‐0825
22‐0474

22‐1181
20‐1411
22‐2521
22‐1221
25‐5015
22‐8741

21‐2100
22‐0845
22‐0203
28‐6789
28‐2181
28‐6130
25‐2006
42‐2221
26‐3399
26‐3131

た
。
地
域
福
祉
の
身
近
な
相
談
支
援
者

で
あ
る
民
生
委
員
児
童
委
員
と
児
童
福

祉
を
専
門
に
担
当
す
る
主
任
児
童
委
員

さ
ん
で
す
。
こ
れ
か
ら
３
年
間
地
域
社

会
福
祉
向
上
の
た
め
の
活
躍
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

韮
崎
町

清
水
日
呂
子
・

金
山
公
彦
・

小
林
修
・
中
川
靖
男
・
角
井
節
子
・
小
澤

眞
一
・
長
田
英
一
・
柳
本
妙
子
・
深
澤
東

洋
子
・
深
澤
聖
子
・
小
野
百
合
子
・
佐
野

敬
一
・
野
出
好
子
・
小
尾
み
つ
え
・
秋
山

松
枝
・
大
澤
博
義
・
小
池
和
男
・
中
川
ま

さ
ゑ
・
高
野
秀
代
・
城
寳
一
利
・
�
橋
か

ず
江
・
竹
入
充
子
・
井
上
勝
義
・
功
刀
美

代
子
・
流
川
千
恵
子
・
加
賀
爪
歌
子
・
★

山
本
好
子
・
★
矢
崎
國
子
　
穂
坂
町

横

森
千
仁
・
向
山
民
子
・
神
取
千
尋
・
�
�

健
・
廣
瀬
秀
光
・
岡
田
巖
・
宮
川
正
嗣
・

横
森
宗
男
・
★
横
森
岑
子
・
★
横
森
宏
尹

藤
井
町

仲
澤
十
二
三
・
守
屋
和
子
・
大

塚
千
秋
・
五
味
ゆ
き
子
・
小
澤
智
能
・
中

村
達
や
・
金
丸
章
子
・
輿
水
豊
・
仲
田

猛
・
★
戸
島
よ
し
ゑ
・
★
貝
瀬
勝
　
中
田

町

井
上
春
彦
・
塚
田
央
男
・
保
阪
静

江
・
山
本
喜
恵
子
・
深
澤
か
し
子
・
古
屋

ち
な
み
・
★
�
添
�
江
・
★
小
松
雲
井

穴
山
町

秋
山
し
げ
子
・
山
寺
萬
亀
子
・

島
津
ミ
ナ
ト
・
中
村
春
美
・
小
泉
明
義
・

藤
森
儀
文
・
★
松
島
弘
哉
・
★
河
西
久
美

円
野
町

内
藤
宗
勇
・
小
澤
郷
夫
・
越
石

郁
子
・
真
壁
幸
美
・
一
木
芳
惠
・
★
内
藤

美
代
子
・
★
内
藤
純
枝
　
清
哲
町

小
澤

好
一
・
清
水
潔
・
藤
巻
玲
子
・
水
上
邦

子
・
★
小
澤
朝
夫
・
★
�
瀬
三
智
子
　
神

山
町

山
本
美
穂
子
・
根
岸
清
幸
・
内
藤

千
惠
子
・
樋
口
浩
子
・
★
内
藤
妙
子
・
★

中
山
友
江
　
旭
町

古
谷
義
昭
・
平
本
日

出
子
・
飯
野
勝
夫
・
志
村
弥
生
・
久
保
田

政
美
・
三
枝
一
雄
・

刀
一
子
・
堀
内
悦

郎
・
★
伊
藤
和
俊
・
★
堀
内
美
惠
子
　
大

所在地
大草町若尾
竜岡町下条南割
神山武田
旭町上条北割

韮崎町岩下
神山町北宮地
本町一丁目
本町三丁目
中田町中条
本町二丁目

藤井町南下条
本町一丁目
富士見二丁目
双葉町竜地
双葉町下今井
双葉町岩森
明野村上手
須玉町藤田
武川村牧原
武川村牧原

高齢者インフルエンザ予防接種指定医療機関

＊接種日時及び接種料金は医療機関により異なりま
すので、必ず事前に電話等でお確かめください。

要介護度

要支援
要介護１
要介護２
要介護３
要介護４
要介護５

利用限度額

61,500円
165,800円
194,800円
267,500円
306,000円
358,300円

利用可能
最大日数

６日
１６日
１８日
２４日
２７日
３０日

利用限度額と短期入所の利用可能日数
（１ヶ月単位）

草
町

飯
野
健
・
伊
藤
公
子
・
川
口
泰

洋
・
杉
本
勝
・
秋
山
積
・
中
込
一
郎
・
★

矢
崎
清
香
・
★
土
橋
淑
子
　
竜
岡
町

浅

川
末
子
・
村
上
し
の
ぶ
・
橋
本
悦
夫
・
金

澤
き
よ
じ
・
清
水
榮
久
・
中
嶋
勝
比
古
・

秋
山
千
代
男
・
★
横
内
和
子
・
★
守
屋
良

子
（
★
は
、
主
任
児
童
委
員
・
順
不
同
）
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一般書
◆「月の桂」 中沢けい　著

隠者の国といわれる隣国・韓国。かの国の友人や、日
韓文学者会議で出会った作家たちとの交流を通して想起
されるそれぞれの国の文化と歴史を、叙情的な文章の中
に浮かび上がらせる作品集。表題作など８編を収録。
◆「ダーク・ムーン」 馳星周　著

舞台はカナダ、ヴァンクーヴァー。北米最大級の中華
街を有する街。人がいるかぎり犯罪は絶えない…。おぞ
ましいほどに犯罪の本質に迫るノワールの旗手が、自身
の新境地を拓いた大作。ついにクライム小説の金字塔誕
生！
◆「家族が壊れてゆく」 梶山寿子　著

『婦人公論』に連載されたインタビュー記事「ＤＶも
っとも身近な犯罪」を中心に加筆して単行本化。「家族」
という死角で起こる犯罪、ドメステック・バイオレンス
への対策を考える。全国の相談所一覧を巻末に掲載。

児童書
◆「だれがすんでいるのかな」 五味太郎　作絵

だれが住んでいるのか、野原の大きな一軒家。色々な
ドアから、色々な住人が出たり入ったり。そのうち音楽
や笑い声がきこえてきて…。おもしろ不思議のナンセン
ス絵本。
◆「ママ、わすれてるじゃない」

アニタ・ジェラーム　絵、 エイミー・ヘスト　文

クマのぼうやを、ママがねかしつけています。絵本を
読んで、毛布でくるんで、ミルクをのんで…「さあ、お
ねんねよ」。ぼうやは「だめだよ、ママったらわすれて
るじゃない」。それは…？！　　　　　　　　　　　　　　
◆「ちいさなおひめさま」

にしまきかやこ　絵、かどのえいこ　文

お城に住んでいる小さなおひめさまには、お手伝いさ
んが13人。どこにでもついてくるので、おひめさまはう
んざり。おひめさまはかくれんぼをして、一人になろう
としますが…。

図書館流通センター「週刊新刊全点案内」1249号より

～その他多数入荷しましたのでご利用ください～

北東児童センター
◆パソコン教室（対象：小学生）

1 月18日� PM 2 ：30～ 4 ：30
新しい年のカレンダーを作ろう

◆親子リズム遊び講習会
1 月22日� AM10：30～11：30
講師：山梨女子短期大学　高野牧子先生

◆パソコン教室（対象：大人）
1 月25日� AM10：30～11：30
ワードを使ってみよう

◆鬼のお面作り
1 月31日� AM10：30～11：30

甘利児童センター
◆手作りおもちゃ講習会（小学生）（子育て支援事業）

1 月10日� AM10：00～12：00
講師：白州ウッドクラフトスクール

清　水　三　郎　先生
◆パソコン教室（対象：小学生）

1 月15日� PM 2 ：00～ 4 ：30
新しい年のカレンダーを作ろう

◆子育て広場
1 月24日� AM10：30～11：30
救急法・幼児に多い事故の応急手当てなど　

◆鬼のお面作り　
1 月29日� AM10：30～11：30

★朗読のつどい　12日� PM 1 ：30～
4 階大会議室

★お話し会　　　26日� PM 2 ：00～
お気軽にご参加を！　　　　 3 階和室

★今月のお休み
1 ～ 4 ・ 7 ・14・21・28・31日

●お問い合わせ

市立図書館（市民会館内） �22－1121

対象者は、明記がない限り0 ～ 6 歳の幼児とその保護者
北東児童センター　�23－5550
甘利児童センター　�23－1535

◆子育てトーク
１月16日�・２月6日�

AM10：30～11：30
◆お店屋さんごっこに参加しましょう。

１月18日� AM10：00～
場所：藤井保育園遊戯室

◆子育て講習会　「親子救急法」（託児有り・要申込）
１月23日� AM10：30～11：30

場所：藤井保育園遊戯室　　
講師：韮崎市保健婦　

◆お誕生会に参加しましょう。
１月25日� AM10：00～10：40

場所：藤井保育園遊戯室
◆子育て講座　「あったか～いおはなし」

１月30日� AM10：30～11：30
講師　主任児童委員　戸島よしえ様

※保育園開放日は毎週水曜日ＡＭ10：00～12：00
子育て相談（面　　談　ＡＭ8：30～12：00）

（電話相談　ＡＭ8：30～17：00）
お気軽にご利用ください。

問い合わせ
韮崎市地域子育て支援センター（藤井保育園内）

�23－7676（ＦＡＸ兼用）

子育て支援センターに
いらっしゃいませんか！
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いつまでも
ふたり仲良くしてね
和磨（かずま）くん
（平成 10 年 1 月28日生）
茉由（まゆ）さん

（平成 13 年 6 月 9 日生）
藤井町駒井998

横田一也・あゆみさん

山林地帯を中心に一部の不心得
者による不法投棄が目立ち、「ご
みがごみを呼ぶ」状況となってい
ました。このような中、「環境都
市・山梨」づくり推進月間に合わ
せ、11月17日韮崎西中学校、韮崎
東中学校及び各種団体の協力によ
り、不法投棄防止対策モデル事業
として、県道甘利山公園線沿線と
穂坂町三之蔵地内の林道沿い等、
不法投棄の多い地区を重点的にご

11月17・18日の 2 日間、市文化ホール
において、全国生涯学習まちづくりフォ
ーラム・にらさき大会が盛大に行われま
した。
大会は「人が元気、まちが元気、輝き
が見えるまちづくり」をテーマに、シン
ポジウムや、分科会での事例発表を通し
て生涯学習による住民主役の個性あるま
ちづくりを推進して行くことを確認しま

たくさん友だち
作ってね！！

杏莉子（ありす）さん
（平成13年5月19日生）

水神一丁目1-7
稲葉栄司・美鈴さん長女

全国生涯学習まちづくりフォーラム・にらさき大会に集う

した。
韮崎市でも、清哲町の子
供クラブによる伝統行事の
披露や事例発表を行うな
ど、文化ホールは 2 日間生
涯学習を通じて人と人との
交流の輪が広がりました。

清哲町の子供クラブによる楽隊披露

み拾いを実施しました。
この事業により集めたごみ
は、一般廃棄物24ｔ、処理困
難物50.8ｔを記録し、古タイ
ヤにいたっては652本の不法
投棄がありました。
皆様一人ひとりがもっと地
域の環境保全を考えることを
期待します。
参加された皆様お疲れ様で
した。

中学生が一丸となって不法に投棄された
ごみの山を片付けてくれました

このコーナーに

写真・情報を
お寄せください
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峡北地域に新たに建設する（仮称）峡北広域環境衛
生センターの愛称を募集します。
施設の概要　
ごみ焼却施設　ガス化溶融炉
1 日の平均処理量80ｔ（24時間運転）の炉 2 基
平成15年 3 月完成予定
（焼却炉については、平成14年12月より稼動予定）
所在地　韮崎市竜岡町下条南割1895番地
応募方法　　
官製ハガキ、又は封書に愛称（ふりがな）と愛称

の趣旨、意図などを簡単にまとめ、住所、氏名、年
齢、性別、職業を明記のうえ下記応募先までご送付
ください。一人何点でも応募可。ただし、 1 通につ
き 1 点応募とする。
応募資格 山梨県内在住者
応 募 先　
〒407-0024 韮崎市本町 4 丁目 9 番48号
峡北広域行政事務組合環境衛生施設建設事務室
「（仮称）峡北広域環境衛生センター愛称募集」係
�0551-22-3311   Fax 0551-22-3412

応募期限 平成14年 2 月15日締切り
賞 最優秀賞 1 点（ 3 万円） 優秀賞 2 点（ 1 万円）
参考 採用作品は、修正、補作する場合あり

※自作未発表の作品に限る。応募作品の返却不可、作
品の諸権利は主催者に帰属する。

ふるさとの空から見てみよう
韮崎市航空協会では、毎週日曜日に

日本航空学園韮崎滑空場(龍岡町地内
釜無河川敷)においてグライダーの体
験フライトを行っております。
釜無川の河川敷を飛び立って約12分

のフライトですが、富士に八ヶ岳、南
アルプス、秩父多摩甲斐の山々に囲ま
れた盆地が一望できます。眼下では中
部横断自動車道の建設が進んでいます
がその全容にきっと驚かれるでしょ
う。
天候等によりフライトが無いときが

ありますのでご注意ください。
お問合せ先
韮崎市航空協会事務局　�22-5448
（韮崎新聞販売センター気付・青木）
◆一日体験入会
・韮崎市民（4000円）
・韮崎市民以外の方（6000円）

2001年シーズン、経営危機によるクラブの存続問題という大きな壁に立
ち向かったバンフォーレ甲府も、市民・県民の絶大な支援のもと存続に向
けた諸条件をクリアすることができました。今年は、世界のサッカーファ
ンが注目する日韓ワールド・カップが開催される記念すべき年。ヴァンフ
ォーレ甲府もスタッフ・選手一体となって昨年以上のチーム強化に取り組
んでおりますが、皆様のサポートが何よりの勇気となりますので、昨年以
上のご支援・ご協力をお願いいたします。

●問い合わせ
�ヴァンフォーレ
山梨スポーツクラ
ブ　
�055-254-6867
なお、申込用紙
は市役所 1 階受付
カウンターにも用
意してあります。

（仮称）峡北広域環境衛生センターの愛称を募集！ にらさきヒューマンフォーラム2001

12月 9 日市文化ホールにおいて、「にらさきヒュー
マンフォーラム2001」が開催されました。仲良く生き
よう、女

ひと

と男
ひと

の寸劇や紙芝居、また講演等を通して、
男女共生の在り方や地域づくりについて意見交換を行
いました。

韮崎駅前にイルミネーション出現

12月 1 日～25日まで
韮崎駅前広場の銀杏の
木に巨大イルミネーシ
ョンが施されました。
これは、クリスマス
に向けまちの雰囲気を
盛り上げようと東京電
力�・関東電設�のご
協力を得て設置された
ものであります。

バック・サイドA席 メインスタンドS席
会員証1枚（全席共通）
招待券150枚
入場口ボード掲出（12×40�）

○ ○ 300,000円
会員証1枚（全席共通）
招待券110枚 ○ ○ 200,000円
会員証1枚（全席共通）
招待券50枚 ○ ○ 100,000円
会員証1枚（全席共通）
招待券20枚 ○ ○ 50,000円

プラチナ会員証（全席共通）オリジナルTシャツ ○ ○ 30,000円

ゴールド ○ ○ 20,000円

シルバー ○ 1,000円
（当日券） 10,000円

○ ○ 5,000円

大
　
人

小　中

プラチナ

ゴールド

シルバー

ブロンズ

パ

ネ

ル

掲

出

会員証（全席共通）

会員証（A 席）

会員証（全席共通）

ホームゲーム

法
　
　
人

個
　
　
人

種　別 特　典 年会費
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可燃ゴミ減量化にご協力をお願いします！

成人おめでとう！
今日からあなたも国民年金の仲間入り
国民年金は20歳から60歳までのすべての人が加入する
ことになっています。
保険料の納め方によって種別が3 種類に分けられます。
★第 1 号被保険者（自営・自由業などの人とその配偶者、
20歳以上の学生、フリーターなど）
保険料納付書が郵送されますので、金融機関等の窓口、
または口座振替などで納付してください。
★第 2 号被保険者（会社員や公務員など）
勤め先で厚生年金や共済組合に加入するため、個別に
保険料を納める必要はありません。
★第 3 号被保険者（第 2 号被保険者に扶養されている配
偶者）
配偶者の加入する制度が負担するので、保険料の支払
いは不要です。

≪ 保険料を納めるのが困難なときは？≫
◎学生の方は「学生納付特例制度」をご利用ください。
◎免除（申請）制度をご利用ください。
（詳しくは国民年金係までお尋ねください。）

≪集合徴収及び年金相談について≫
竜王社会保険事務所による集合徴収および年金相談を
行います。平成11年度から平成13年度の未納のある方や
年金について相談したいことがある方は是非この機会を
ご利用ください。
日　時 1 月22日�・23日�

午前 9 時から午後 4 時
場　所 市役所 1 階会議室（市民生活課隣）
対象者 国民年金該当者
国民年金は将来の生活を支える大切な制度です。きち
んと知って、きちんと納付しましょう。
●問い合わせ
市民生活課市民室国民年金係（�内線114・115）

峡北広域環境衛生センターより
≪おねがい≫

年々増加するごみの処理に頭を悩ましている当センタ
ーですが、新施設の稼動を一年後に控え、この一年を現
在の施設で乗り切らねばなりません。しかしながら当施
設は、老朽化やごみの増加等により現状維持が困難な状
況にあります。
住民の皆様におかれましては、日常でのごみの減量及

び分別を切にお願いいたします。

皆さんの意見をお聞かせ下さい
韮崎市では、緑地の保全及び緑化の推進に関する基本
計画として「緑の基本計画」の策定を行っています。
緑の基本計画は、緑豊かなまちづくりの実現に向けて
の指針となります。
策定にあたっては、市民の皆さんのご意見を伺いなが
ら進めていきます。その一環としてホームページによる
アンケートを実施しますので、皆さんの意見をお聞かせ
下さい、ホームアドレスは次の通りです。

http://www.city.nirasaki.yamanashi.jp

＝募金協力に感謝します＝
本年韮崎市緑化推進会議が市民の皆様に緑の募金（家
庭募金）をお願いしたところ、255万余円の浄財が集ま
りました。誠にありがとうございました。この募金は上
部団体である（財）山梨県緑化推進機構に一旦全額納入
され、そのうちの35％が翌年度、市の緑化推進会議に交
付されます。この交付金をもとに韮崎市緑化推進会議で
は、独自の緑化事業を進めております。
そこで各地区において公民館や広場など多くの人が観
賞できる場所での植栽計画がありましたらご連絡くださ
い。予算の範囲内で苗木を支給いたします。また、今ま
でに植栽が済んだ地区においてもその後、除草作業や施
肥等を実施したい場合や新たに空いている土地を整備し
て植林の準備をするなどの計画がありましたらご相談く
ださるようお願いいたします。
●お問い合わせ
韮崎市緑化推進会議事務局

産業経済課　農林室林務係（�内線232）

山梨ことぶき勧学院
★平成14年度学生募集★

山梨ことぶき勧学院は、高齢者の学習ニーズに応え、
長年培ってきた知識や技能をさらに磨き、地域文化の振
興の担い手としての資質を身につける場です。

募集人員 峡北教育事務所管内で40名
入学資格 県内在住でおおむね60歳以上の方
修業年限 2 ヶ年
募集期間 1 月15日�から定員に達し次第締切り
学　　費 3,000円（年間の基本学習費）
●入学願書の受付及び問い合わせ

峡北教育事務所　�23－3007

『韮崎警察署協議会』が発足
警察署協議会とは、警察法の一部改正に基づき、住民
の意見要望を警察行政に反映させるため住民の代表者が
警察署に意見を述べる機関として各警察署毎に設置され
たものです。
警察署協議会では、警察署の業務運営や地域社会の安
全等について意見要望を伺い、警察行政に反映させると
共に警察署の活動をご理解いただき、警察署と住民が連
携して安全な地域社会を築いて行くことを目的にしてい
ます。
（委員構成）
韮崎警察署協議会は、平成13年 6 月 6 日に山梨県公安
委員会から委嘱された次の委員で構成されています。

高垣直視様（北巨摩郡白州町台ヶ原）
藤原福子様（韮崎市竜岡町若尾新田）
輿石鐵也様（北巨摩郡双葉町下今井）
岩下 顕様（北巨摩郡須玉町若神子）
清水繁子様（北巨摩郡明野村浅尾）
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市 役 所

毎週月曜日
AM10：00～

PM 3 ：00
市 役 所

生活・身の上等の日常生活の悩み
に関する相談

毎週木曜日
AM10：00～

PM 3 ：00
市 民 会 館

子どもの教育など子育てに関する
悩みの相談

毎週日・水・金曜日
AM 9 ：00～

PM 4 ：00

結婚相談所
（市民会館３階）
各地区相談所

結婚相手の紹介や相談に応じ、幸
せな家庭が築けるよう協力します

1 月24日�
PM 1 ：00～

PM 4 ：00
市 役 所

法律的な相談であればどんな内容で
も可（実施日2 日前までに予約を）

毎月第 1 ～ 3 月曜日
国や県、市の行政などについての
相談

毎週月・火・水曜日
AM 9 ：30～

PM 4 ：00
市 民 会 館

いじめ問題に関する学校教育カウ
ンセリング

PM 1 ：00～
PM 3 ：00

項　目 実　施　日 実施時間 会　場 相　談　内　容

心 配 ご と
相 談

子 ど も の
相 談

結 婚 相 談

無 料 法 律
相 談

行 政 相 談

いじめなど
の教育相談

－15－

各種税金の支払いは、便利な口座振替で！ 詳しくは税務室まで（内線152・153）

※持ち物（健　　診）母子健康手帳・バスタオル・保険証・印鑑
（教　　室）各種健康手帳・筆記用具・教室に応じて体操のできる服装
（相　　談）各種健康手帳
（予防接種）母子健康手帳・問診票

1月の健康カレンダー

そうだん ● 12月の医療費●

市が12月に病院などに支払った
医療費をお知らせします。

国民健康保険　 91,860,580円
（前月比 7.38％減）

＊ 1 人当り　 11,741円
老人保健 226,605,459円

（前月比　1.43％増）
＊ 1 人当り　 49,391円

健康に気をつければみんなの負
担（保険税）が軽くなります。医
療費の節約に、ご協力ください。

母 親 学 級

1日～15日生
PM 1:00～
16日～31日生
PM 1:30～
※都合の悪い

方はPM2:00

までに受付を

済ませてくだ

さい。

機 能 訓 練 教 室

母子健康手帳交付
一 般 健 康 相 談

PM 1：30
～ 4：00

AM 9：30
～

PM 4 ：00

保健福祉
センター
（市立病院北）

PM 1：30

保健福祉
センター

（市立病院北）

7日� 初産婦の母乳について
19日� 初産婦の育児について
28日� 初産婦の栄養について

4 ･7･9･11･16･18
･21･23･25･28･30日

保健福祉
センター

（市立病院北）育 児 相 談

離 乳 食 教 室 21日� 対象：H13 年 8 月生7・11・18・21・25・28日

10日�

4 カ 月 児

7 カ 月 児

1 1 カ 月 児

1 歳 6 カ 月 児

3 歳 児

2 歳 児 歯 科 健 診

H13年 9月生

H13年 6月生

H13年 2月生

H12年 6月生

H10年12月生

H11年12月生

22日�

23日�

24日�

15日�

17日�

16日�

今月はありません

健　診 対　象 健診日 受付時間 会　場 予防接種 時　間 会　場接種日対　象

受付時間 会　場相　談 実　　施　　日

実　施　日 受付時間 会　場教　室

Q：しろめの鼻側が赤く、眼科で相談したところ、翼状片と診断され、手
術で取ることを勧められましたが、迷っています。 （67歳男性）
A：翼状片（一般に「どにく」とも呼ばれる）は、中高年の男性に多く、
鼻側のしろめからくろめ（瞳）に向って、充血した粘膜が三角形に侵入し
てくる病気です。原因は不明ですが、外からの慢性的な刺激が関係してい
ると考えられます。悪性のものではありませんが、進行すると瞳にまで達
して視力が低下します。治療は手術的に除去します。10分程度の手術です
が再発することも多く、それほど大きくないものは経過観察する場合もあ
ります。進行して、くろめに達してから除去すると瞳が濁ってしまうため、

視力が元に戻らないこともあり、眼科医の診断のも
とに適切な時期に除去する必要があります。
また、一見して翼状片に似ていても他の病気の場

合もあるので注意が必要です。

市立病院・眼科
医長　加　藤　祐　造

健康Q & A 「翼状片」

育 児 学 級 18日� 対象：H10年6・7月生

高脂血症が気になるかたへ
調理教室参加者募集

市では、総コレステロールや中性脂
肪が高いと気になっているみなさんを
対象に、調理教室の参加者を募集しま
す。高脂血症予防には普段の食事が大
切です。この教室では、栄養士ととも
に予防食などの調理方法について、学
習していただきます。また、健康づく
りのためにも、普段の食生活を見直す
機会としてご参加ください。
実施日時 平成14年 2 月22日�

午前 9 時から午後 2 時
会　　場 韮崎市保健福祉センター　

（本町三丁目 6 － 3 ）
参 加 費 無料
定　　員 20名（先着順）
申込期限 平成14年 1 月25日�
申込・問い合せ
韮崎市福祉保健課　健康推進室
保健予防係（�23-4310）
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大草公民館竣工式　AM10：00～

29
火
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5
土

10
木

9
水

清哲町全区

6
日

神山町全区

7
月

旭町北割

8
火

旭町中割・南割

11
金 大草町全区

12
土

成人の日

13
日

竜岡町全区

14
月

祖母石・一ツ谷・水神町・
1 ～ 3 丁目・西町・天神町

15
火

4 ・ 5 丁目・若宮町・旭町・日の出
町・富士見ヶ丘・中島町・高河原

16
水

老壮大学

17
木

18
金

19
土

富士見 1 ～ 3 丁目・岩下・
上ノ山

20
日

穂坂町日の城・三之蔵
・権現沢・上の原

21
月

穂坂町上今井・原・長久保

22
火

穂坂町三ツ沢上、下・飯米場

23
水

穂坂町柳平・宮久保
・鳥の小池

24
木

25
金

26
土

藤井町上野・坂井・北下条
・南下条

27
日

藤井町駒井・鳥居・絵見堂
・蔵の前・相垈・道下

28
月

中田町全区

穴山町全区

30
水

円野町全区

31
木

2/1
金

2
土

清哲町全区

＝老人福祉センターバス＝

こぶし号

１月の巡回日程
変更のある場合には、各地区の代表
者を通じて連絡します。

1月のカレンダー
市民憲章（昭和44年10月制定）

1 自然を愛し、美しいまちをつくりましょう。

1 勤労を尊び、豊かなまちをつくりましょう。

1 教養を高め、文化のまちをつくりましょう。

市の花　つつじ
（昭和43年10月制定）

市の木　こぶし
市の鳥　チョウゲンボウ
（平成元年 4 月制定）

こ
の
広
報
紙
は
、
古
紙
配
合
率
一
○
○
％

再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

5
土

22
火

9
水

消防団出初式　 AM 9 ：00～西中学校

27
日

社放研あすなろ AM10：30～ 市民会館

10
木

21
月

6
日

介護保険定例相談会
AM 9 ：30～16：00 保健福祉センター
社放研ほほえみPM 7 ：30～竜岡公民館

24
木

7
月

社放研もみじ　PM 8 ：00～藤井公民館
図書館構想委員会

PM 1 ：30～ 市役所別館201

25
金
国民年金保険料第10期（ 1 月分）納付指定日

8
火

26
土

11
金

23
水

12
土

29
火

韮崎小学校建設構想委員会
PM 1 ：30～ 市役所別館201

15
火

3
日

栄養相談　(要予約23－4310）

28
月

13
日

市県民税第 4 期納期限
国民健康保険税第 6 期納期限
小児科教室「インフルエンザ　子供の発熱」

PM 3 ： 00 ～市立病院 6 階

4
月

2/1
金

17
木
武田の里婦人大学　PM 1 ：30～

市文化ホール
2
土

18
金
老壮大学　PM12：50～市文化ホール

30
水

19
土

16
水

20
日
親子スキー教室

キッツメドウ大泉清里スキー場
市の人口 男　　　16,339人
（ 12月 1 日現在） 女　　　16,762人
世帯数　11,607世帯 計　　　33,101人
対前月比　－ 5世帯 対前月比　 －16人
（国勢調査をもとにした常住人口32,674人・10,780世帯）

31
木

14
月

初級～上級スキー教室
キッツメドウ大泉清里スキー場

図書館のシンポジウム（右参照）

3
日

4
月

図書館のシンポジウムを開催します
韮崎市教育委員会では多様化する社会に
あって、自らの生活の充実や生涯を通じた
学習を続けるために、図書館をどのように
利用してゆくかを考える機会として、この
シンポジウムを開催します。
日時　 1 月19日� 午後 1 時30分より
場所　韮崎市文化ホール　小ホール
富士市立西図書館
館長 山本宣親（のぶちか）氏の基調講演
テーマ「図書館づくりはまちづくり」の後、
シンポジウム「みんなで図書館を楽しむ」
を開催します。
主催　韮崎市教育委員会
後援　韮崎市図書館建設構想委員会

成人式のお知らせ
日時 1月14日�祝日午前10：00～
場所 韮崎市文化ホール・大ホール
※成人式は、市内外を問わず参加でき
ます。当日は、抽選会の催しもありま
すのでお楽しみに。
●問い合わせ 市教育委員会

生涯学習推進室（�222・223）
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